
平成 2１年度平塚市地方卸売市場運営審議会 議事録 

開催日  平成 2１年８月１１日 午後１時 30 分～2 時 30 分 

開催場所 平塚市水産物地方卸売市場 会議室 

出席委員 11 人 出村光委員・黒部栄三委員・行川一郎委員・青木かつ子委員 

     久永千恵子委員・山田國夫委員・三壁誠司委員・土井博泰委員 

     片倉栄一委員・田中邦男委員・長谷川芳久委員 

 

議事録 

 

 

課長  それでは、卸売市場運営審議会を開催しますので、経済部長からあい 

さつをお願いします。 

 

 

部長  本日は、大変暑い中、平塚市地方卸売市場運営審議会にお集まりいた

だきまして、誠に恐縮に存じます。 

    また、日頃から、市場の運営につきましては、関係の皆様方のひとか

たならぬご尽力をいただきまして、誠にありがとうございます。 

   おかげをもちまして、２６万余の市民の食卓を、当市場で扱う生鮮魚介

類や加工品がにぎわしており、これも皆様のおかげと深く感謝しており

ます。 

    申し上げるまでもなく、当卸売市場は、生鮮魚介類等の円滑な流通、

適正な価格形成、安定的な供給など、市民の日常生活に密接にかかわる

非常に重要な役割を担っております。 

    近年、食の安心・安全に対する関心が高まり、平成１６年には卸売市

場法の改正がなされ、品質管理の高度化が求められるようになりました。

また、食品偽装や賞味期限の改ざんなどのニュースも、まだ記憶に新し

いかと思います。 

当市場も生鮮食料品を扱う立場として市民の信頼を得ていかなければ

なりません。 

    昨今、市場経由率の低下など卸売市場を取り巻く流通環境の変化の中



で、地方卸売市場には厳しい状況が続いておりますが、当市場のあり方

について、皆様から貴重なご意見をお聞かせいただき、これからの市場

運営に反映させていただきたいと考えております。 

    本日の審議会、よろしくお願いするとともに、今後とも皆様方のご指

導、ご協力をお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。 

課長  続きまして審議会委員及び事務局職員の紹介を行います。 

   経済部長お願いします。 

部長  委員の紹介及び事務局職員の紹介（別紙名簿）。 

 

部長  それでは、審議会に入ります。市場業務条例第５９条により、会長が 

議長となりますので、行川会長に議長をお願いいたします。行川会長よ 

ろしくお願いいたします。 

会長  それでは、議題１「副会長選出」について諮ります。市場業務条例第

５８条の規定により委員の互選によって副会長を決めることになってい

ますが、どなたかご意見はありますか。 

委員  事務局に一任したらどうか。 

会長  事務局に一任という意見が出ましたので会議に諮ります。意見はあり 

ますか。 

各委員 異議なし。 

会長  それでは事務局に一任します。事務局案はありますか。 

課長  慣例により、副会長は市議会選出の委員が就いておられます。 

今回、黒部委員及び出村委員が新たな委員として同時に就任されました

が、年長議員の出村委員に副会長をお願いしたいと思います。 

会長  出村委員を副会長にという事務局案が提案されましたので審議に諮り 

ます。意見はありますか。 

各委員 異議なし。 

会長  異議なしとのことですので、議題１の副会長は出村委員に決定します。 

 

会長  それでは出村新副会長にあいさつをいただきたいと思います。 

 

副会長  今、事務局案のご提案に委員の皆さんのご賛同いただき副会長とい



う大役をいただきました出村光と申します。平塚市議の方から黒部栄

三委員さんと私の２名が交代をさせていただきました。２分以内に簡

卖なご挨拶をさせていただきます。会長を上回るようなことはいたし

ません。この会で会長の補佐をしっかりしていきたいと思います。私

は北海道十勝で生まれ、親戚には網元がおり、高校の時は、釧路の港

で遊んでいました。畑もやってましたし兄弟五人の中で色々な環境の

中で今日に至っているところでございます。よろしくどうぞお願いい

たします。 

 

会長   それでは、続きまして議題（２）平成２０年度市場の取引状況につ

いてということで、皆様方のお手元に平塚市水産物地方卸売市場の概

要 平成２１年度というのがあると存じますけれど、それに基づいて

（２）の議題をすすめてまいりたいと思います。まず開設者の市から、

平成２０年度の取引状況を報告していただきます。お願いします。 

 

 

課長   それでは、市場の取引状況について説明させていただきます。資料

８ページをご覧いただけますでしょうか。こちらが平成１６年度から

平成２０年度まで卸売市場で扱ってます品種別取扱数量と取扱金額の

推移でございます。取扱数量でございますが最近、特に一般鮮魚、地

元鮮魚が増加しておりますが冷凍品と塩干品の数量が減少しておりま

す。合計でみますと、前年度比でみると８４．４％になります。５年

前の平成１６年度と比較いたしますと６４．３％となっている状況で

ございます。伸び率として１９年度と２０年度を比べますと地元水揚

鮮魚１３７．３％と伸びておりますが内容としましては、主にサバの

大幅な増加が原因になっているようでございます。平塚は、アジ、サ

バ、イワシ等の回遊魚が主体となっておりますので資源の動向ですと

か気象の条件により年間の変動が多い特徴を地元水揚鮮魚は、もって

いる状況でございます。続きまして、取扱金額でございますが数量と

同じように一般鮮魚、地元水揚鮮魚が増加しております。また、金額

的には塩干品で１００．３％でございます。トータルでみますと前年



と比べ低くなりますが、１９年度が２３９２百万円、２０年度が２３

５３百万円で９８．３７％で若干の減少をしております。平成１６年

度２８７３百万円と平成２０年度２３５３百万円を比較いたしますと

８２％になっております。１９年度と２０年度を比較しまして加工品

でございますが数量につきましては、前年比に比べまして６０．３４％

と大幅に減少しておりますが、金額につきましては１００．３％と前

年度並みの金額を維持しております。こちらの内容につきましては、

魚卵系のイクラですとかそういったものが２０年度の市場価格が非常

に高かったということで金額的には１９年度と同水準になったという

ことでございます。全体的に量、金額ともに若干の減少傾向でござい

ます。一般鮮魚につきましては、量、金額ともに１６年度から減少傾

向を推移してきたのですが、２０年度では減少傾向に歯止めがかかっ

たと思っております。地元水揚鮮魚につきましては、ここ５年で１８

年度が最低であったのですが、１９年度、２０年度は、量、金額とも

に増加傾向でございます。冷凍品の取扱数量につきましては、年によ

り数の差が非常に大きく、金額的には、緩やかに減少している状況で

ございます。塩干品の取扱数量につきましては１９年度、２０年度の

落ち込みが大きい状況でございます。金額につきましては、２０年度

の魚卵の市場価格高騰により維持されている状況でございます。非常

に総括的で雑駁な説明ですが、取扱状況推移ということで説明させて

いただきました。 

 

会長   続いて卸売業者に決算状況を報告していただきます。平塚魚市場の

山田社長、お願いします。 

 

委員   去年の８月の審議会で７月全般の状況を説明してあると思います。

それと重複するところがあると思いますが一応、１年を通し今年の説

明をします。去年、今年に、世界的に穀物が不足してどんどん価格が

上昇していることが続きました。それから、２０年２月では、先ほど

の説明のとおり、幸いにも地元の定置網もシラス網も早い時期から漁

がありまして、それが６月頃までずっと続いていました。そのほかに、



カツオの一本釣りも漁が続き、消費が増加したという利点があったと

いうことです。そのために、昨年、審議会で６月までの報告をした時

は、１千万円くらいの利益が出ていたわけです。このままいくと、一

年を通していいなぁという感覚があったわけですけど、まぁ４月ごろ

から原油が少しづつ高くなり６月頃から本格的に高くなって、それか

ら、新聞などでご存知だと思いますが食品の偽装、農薬の混入、ガソ

リン代の高騰、ウナギの産地偽造、アメリカの証券会社の破綻、この

ような景気が後退する材料が次々でてきた。それによって消費不振が

続いて、どうしても７月、８月、９月、１０月は、月決算でいくとマ

イナスなんです。１２月は、消費が伸び黒字に転じ、この決算で１７

４０万円ばかりの利益を出したんですけれども、一応、株主さんとの

約束で赤字決算をどうしても出したくない。これは、会社として赤字

を続けると銀行が相手をしてくれない。どうしても黒字を出して、累

積赤字を減らそうというのが私の考えでございまして、そのことを職

員の人にも説明し、納得してもらい、それだけに出た１７４０万円の

利益は、ちょうど従業員の賞与に値するわけですから犠牲者は、従業

員だという考えになるわけです。それが１年経った大雑把な経過です。

具体的に金額を読み上げます。卸売部門売上高２，８２７，９６２千

円、凍氷売上高１４，２２１千円、保管料収入高１，０１２千円。合

計２，８４３，１９６千円で前期に比べ６７９０万円ばかり、２．３％

マイナスです。同じような企業で２．３％というのは、他の企業と比

べマイナスですけど良い方です。みんな５％とか６％のマイナスにな

っているところが大部分です。まぁその分マイナスになりましたけど、

皆、頑張ってやってくれました。 

売上原価は２，５２５，０９５千円、売上総利益が３１８１００  

千円、販売費及び一般管理費は、３０５，７１１千円、営業利益１２，

３８９千円前期と比べて１４００万円少なかった。その前の年は、い

い年で利益が出た年なんですけど、それと比べると、１４００万円ば

かり少ない。営業外利益は、１１，１８０千円、営業外費用は８，８

９９千円、経常利益が１４，６７０千円。特別損益の部、特別利益３，

０６０千円、特別損失２６０千円。前期は、土地を売った利益と上物



を壊した損失がありました結果です。税引前当期利益１７，４６９千

円、法人税等充当額は、累積赤字なので税金は０円です。当期利益が

１７，４６９千円、前期繰越損失５６，０１７千円、当期末処理損失

３８，５４７千円ということで１，７００万円ばかり累積赤字が減り

ました。続きまして、資産の部、流動資産３５９，６４４千円、当座

資産２９８，０４２千円、棚卸資産４２，１５８千円、その他の流動

資産が１９，４４２千円、固定資産１４１，５１７千円、有形固定資

産３１，５７９千円、無形固定資産１，０７０千円、投資等１０８，

８６８千円、繰延資産８，５４８千円。これら資産の合計が５０９，

７１０千円です。負債の部、流動負債、２９６，９８５千円、固定負

債１８２，９１２千円、負債合計は、４７９，８９７千円です。純資

産の部、株主資本２９，８１２千円、資本金５０００万円、利益余剰

金－２０，２８７千円、利益準備金１５，３６０千円、その他の利益

準備金－３５，５４７千円、純資産の合計が２９，８１２千円です。

資産と負債・純資産の合計は５０９，７１０千円です。 

次に、個別注記表です。本社と工場の関係です。工場で氷を作った

のを本社で買うと、表す数字は、工場で売上になっているのですが本

社では、作業用の氷ということになるので相殺して計上してあります

ので、その説明になりますから省かせていただきます。 

次に、株主資本等変動計算書です。まず、資本金が５，０００万円、

利益準備金１，５３６万円、その他利益剰余金で退職給与積立金２０

０万円、配当平均積立金１００万円、繰越利益剰余金の前期末残高５

６，０１７千円、当期純利益１７，４６９千円ありましたので当期末

残高は、３８，５４７千円となりました。利益剰余金の合計が前期末

３７，６５７千円ありまして当期変動額は、１７，４６９千円。当期

末残高は２０，１８７千円になりました。株主資本合計と純資産合計

は、同じ金額ですが前期末残高が１２，３４２千円ありまして今期の

利益が、１７，４６９千円で合計が２９，８１２千円。これが去年１

年を通したものになり、今年は情勢がガラッと変わりましたので説明

します。前期に引き続き不安材料がずっと続いているのですが特にま

た今期に入って、アメリカのビック３が経営破たんで、国内の大手自



動車産業は、そのあおりを受けて経営改革をするということで、まず

どこをするかというと人件費の削減したわけです。それで失業者が出

て景気が後退してくるのです。その影響で今年は２月から悪いです。

結果的に６月までの売上が６，３８３万円少ないです。５．６％少な

いです。去年、カツオが豊漁であったが今年はまったくの不漁でした。

定置網は、アジとかますが卖発的にあったんですけど続かなかったで

す。シラス漁は、去年が３月からあったが今年は４月から始まってシ

ラス漁は続いています。シラスはいい結果になっているのですが、何

しろ消費がどうしても伸びてこない。これは、うちにとっては致命的

な結果で後半に期待しないといけない状況です。簡卖ですが以上です。 

 

会長   開設者及び卸売業者から２０年度の取引状況及び決算状況の報告が

ありましたが、質疑ありますか。 

委員  なし。 

会長   意見等無いようですのでこの議題は了承して良いでしょうか。 

各委員  異議なし。 

会長   議題２は了承されました。続いて議題３「その他」ですが、提案、

意見等ありましたらどうぞ。 

副会長  今の議題は終わりましたから異議なしです。全体としまして、先ほ

ど山田社長さんからの一番最後のことばが気になりまして消費が伸び

ないと致命的な結果になると。まぁプラスもあるしマイナスもあるし、

ある意味消費者は流動的ですから、ただ、市場を抱えてる平塚市は懸

命に頑張っておられることからも生産者はやっぱり私がいきなり来て

言うのもなんですけど、競輪場、総合公園の单のところでの朝市、大

変関係者の方はご苦労されて、一方でその御苦労が賑わいをみせてい

るとおもうんですね。それはそれで定着していいと思うんです。さら

に、右肩上がりの作戦を練っていけばいいと思う。もう一つ僕は結構、

スーパーに買い物に行きます。主婦であれば、その魚を何の料理をす

ればいいのかというのが頭に入っています。しかし、魚を入手した時

に料理の仕方がわからない主婦層が大勢いらっしゃる。その方たちに

この魚については、こういう栄養価があってこういう料理の仕方をす



れば美味しくいただけるんですよというような、料理のショーという

かこれをですね今あるスーパーではメモ書きにしてお客さんにお持ち

帰りいただくんですよ。僕は、これは、目に見えない購買力のアップ

につながればいいかな。常に料理をよくご存知で、親から先祖代々蓄

積された技術を引き継いでいる方は、それはそれでいいと思う。それ

以外は、なかなか努力が多難だと思いますけれどもそういう取り組み

をどこかのセクションでやられることがよいと思います。 

 

会長   貴重なご意見ありがとうございました。その他、提案、意見等あり

ましたらどうぞ。 

委員   なし。 

会長   無いようですので、本日の審議会はこれで終了とします。 

課長   本日のご審議ありがとうございました。 

 それでは本日はこれで閉会とします。皆様ありがとうございました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


